
東社協 東京都高齢者福祉施設協議会 高齢者福祉研究大会（アクティブ福祉 in 東京'08） ※無断転載・複製を禁じます 

【メモ欄】

<取り組んだ課題> 

◎課題：『魅力ある施設創り』 

◎問題提起：介護施設全体が人材不足と高い離職率の 

問題を抱え、社会的にも問題が表面化している。 

①介護職員の離職率は、全産業と比較して高い。 

『全産業平均：16.2%  介護職員：20.3%』 

②離職者のうち勤務した年数が『1 年未満での離職が

42.5% 1 年以上 3年未満での離職が38.3%』 

 離職者の8割以上が『3年未満』で離職している。 

③平均勤続年数は、全体で4.1 年 

平均勤務年数が短いことにより、介護サービスの質の

維持・向上が困難な状態にある。 

※介護労働実態調査（介護労働安定センター）

<具体的な取り組み> 

◎介護職員に対して『魅力ある施設創り』に向けて、現

在の問題点を明確にする為、アンケートを実施する。 

◎その結果。全19施設（特養・養護・軽費・高齢者住宅・ｼｮｰﾄｽﾃｲ）473

名の介護職員より回答を頂く。（回収率76%） 

介護職に『やりがいを感じる』職員は多い。しかし、『別

の施設や退職・続けられるか分からない』59%の方が

考えている。主な理由として ①給料が安い 26%

②時間外労働が多い 17% ③業務内容に不満 14.3%

④職場の雰囲気が良くない 13.5%  

⑤意見や提案を受け入れてくれない 6.5% 

介護職に『やりがいを感じている』が業務内容等に『不

満』を感じる職員が多く、その様な職員は現在の施設

での継続意向（続ける気持ち）は低い。 

逆に業務内容が『満足』と感じている職員は現在の施

設での継続意向が高い。また、業務内容が満足と感じ

ている職員は自ら『仕事に対して常に創意工夫』をし

ていることが分かった。 

◎魅力ある施設創りについて検証 

『仕事に対する創意工夫』⇒『仕事に対してのやりが

い』⇒『業務内容に対する満足』という条件が相互に

作用した結果、魅力ある施設と感じると考える。 

魅力ある     定着率 

                施設     アップ 

アンケート結果により仕事に対し創意工夫を促す為、

Ｂグループ内にて『１年～３年未満の介護職員同士で

他施設間交流』を行う。施設の問題点や課題を出し合

い一緒に解決する。 

<活動の成果と評価> 

①問題点や課題を出し合うことにより、問題の共有化 

 解決に至る為の意見交換（創意工夫）が介護職員にとっ

て刺激となりモチベーションが向上した。 

②他施設を見学することにより、固定観念に囚われるこ

とがなくなり、介護職員の視野が広がった。 

③介護職員より意見や提案が増え、施設全体が活性化し

た。 

<今後の課題> 

①継続的な施設間交流が出来るシステム創り。 

②離職率減少に繋がったか検証していく。 

今回の発表の施設 

またはサービスの 

概要     

当グループは東社協の高齢者福祉部会、生活相談員研修委員会が、変化に対応して

いく人材育成を目的とする「生活相談員スキルアップ研修会」で高い専門性や技術

を身につけるために研修を行っている生活相談員9名のグループです。 
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